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芸
術
の
秋
で
あ

る
。
各
地
で
芸
術
祭

が
た
く
さ
ん
開
か
れ

て
い
る
。
県
内
で

も
、
長
田
や
六
甲

山
、
篠
山
や
養
父
で
も
、
恒
例
の

イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
。
あ
れ
も
行
き

た
い
、
こ
れ
も
行
き
た
い
と
目
移

り
す
る
の
だ
が
、
思
う
に
ま
か
せ

な
い
の
が
残
念
で
あ
る
▼
さ
て
、

今
年
最
大
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
な
っ

て
し
ま
い
そ
う
な
の
が
、
あ
い
ち

ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
〝
表
現
の
不

自
由
展
・
そ
の
後
〞
で
あ
る
。
過

去
に
「
政
治
的
」
な
ど
の
理
由
で

展
示
を
拒
否
さ
れ
た
作
品
を
改
め

て
展
示
し
な
お
す
企
画
だ
。
同
企

画
の
監
督
に
よ
る
と
、
撤
去
さ
れ

た
作
品
の
実
物
と
と
も
に
そ
の
経

緯
を
鑑
賞
す
る
こ
と
で
、「
表
現

の
自
由
」
と
い
う
現
代
的
な
問
題

に
つ
い
て
議
論
す
る
き
っ
か
け
を

作
り
た
か
っ
た
と
い
う
。
楽
し
み

に
し
て
い
た
ら
、
３
日
目
に
突
然

中
止
と
な
り
、
と
う
と
う
行
け
ず

じ
ま
い
に
な
っ
た
。
鑑
賞
の
自
由

を
奪
わ
れ
て
腹
立
た
し
い
▼
〝
不

自
由
展
〞
の
公
式
サ
イ
ト
に
は
、

出
展
作
家
の
作
品
の
写
真
や
展
示

中
止
に
至
っ
た
い
き
さ
つ
が
書
か

れ
て
あ
る
。
多
く
が
行
政
の
圧
力

に
よ
る
も
の
だ
。
今
回
も
、
主
催

地
市
長
の
、
展
示
作
品
に
つ
い
て

「
日
本
人
の
心
を
踏
み
に
じ
る
も

の
だ
。
即
刻
中
止
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
な
ど
の
発
言
が
、
契
機
に

な
っ
て
い
る
▼
作
品
に
抗
議
が
あ

っ
た
と
言
う
が
、
自
由
に
感
想
を

持
つ
こ
と
が
で
き
る
の
が
芸
術
で

あ
る
。
不
快
感
を
持
つ
人
も
、
共

感
を
示
す
人
も
い
る
だ
ろ
う
が
、

そ
の
多
様
性
を
保
障
す
る
の
が
憲

法
21
条
で
は
な
い
の
か
。
今
回
、

多
く
の
世
論
で
、
何
と
か
再
開
に

こ
ぎ
つ
け
た
。
作
品
鑑
賞
に
い
ち

い
ち
ボ
デ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
は
も
の
も

の
し
い
が
、
立
ち
上
が
っ
た
人
々

の
努
力
に
感
謝
し
た
い
。
新
た
な

作
品
が
で
き
た
思
い
が
す
る（
星
）
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集
会
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
医

療
、
介
護
、
看
護
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
参
加
者
が
登
壇
し
、

そ
れ
ぞ
れ
憲
法
25
条
の
精
神
に
基

づ
い
た
社
会
保
障
拡
充
を
訴
え

た
。
医
療
分
野
で
は
保
団
連
・
各

協
会
か
ら
の
参
加
者
が
ア
ピ
ー

ル
。
保
団
連
の
竹
田
智
雄
理
事
が

代
表
し
て
、
受
診
控
え
に
よ
り
重

症
化
し
た
例
を
紹
介
し
な
が
ら
窓

口
負
担
軽
減
を
参
加
者
に
訴
え

た
。

　

ま
た
、
保
団
連
は
歯
科
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
用
い
て
、
ク
イ
ズ
コ
ー

ナ
ー
を
実
施
し
、
歯
科
医
療
充
実

の
重
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
保

団
連
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
登
場
し
、
ク
イ
ズ
を
集
会
参
加

者
と
一
緒
に
考
え
る
な
ど
、
会
場

を
大
い
に
盛
り
上
げ
た
。

　

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
タ
レ
ン
ト

の
室
井
佑
月
さ
ん
が
出
演
。
医
師

の
長
時
間
労
働
に
つ
い
て
は
「
病

院
で
昼
休
み
も
な
く
診
察
し
続
け

て
い
る
先
生
を
見
る
と
、
私
の
方

が
不
安
に
な
る
。
安
心
し
て
医
療

に
か
か
れ
る
よ
う
、
医
師
数
は
増

や
し
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。
安

倍
政
権
に
つ
い
て
は
、「
憲
法
は

権
力
を
縛
る
も
の
で
、
政
府
主
導

の
改
憲
は
す
べ
き
で
な
い
。
国
会

で
も
野
党
の
追
及
に
ま
と
も
に
回

答
し
て
お
ら
ず
、
国
会
を
軽
視
し

　

国
会
要
請
行
動
で
は
、
診
療
報

酬
大
幅
引
き
上
げ
と
患
者
窓
口
負

担
引
き
下
げ
、
改
定
時
の
周
知
期

間
確
保
な
ど
を
求
め
て
要
請
行
動

を
実
施
し
た
。
自
民
党
の
関
芳
弘

衆
議
院
議
員
と
加
田
裕
之
参
議
院

議
員
秘
書
、
共
産
党
の
大
門
実
紀

史
・
山
下
芳
生
両
参
議
院
議
員
秘

書
が
そ
れ
ぞ
れ
懇
談
に
応
じ
た
。

　

関
芳
弘
衆
議
院
議
員
は
要
請
に

対
し
、「
医
療
の
充
実
な
ど
の
要

請
内
容
の
重
要
性
は
よ
く
認
識
し

て
い
る
」
と
回
答
し
た
。

　

大
門
議
員
事
務
所
の
丸
井
龍
平

秘
書
と
の
懇
談
で
は
、
白
岩
理
事

か
ら
、
厚
生
労
働
省
が
再
編
・
統

合
の
検
討
が
必
要
と
し
た
公
立
・

公
的
病
院
の
リ
ス
ト
を
提
示
し
た

こ
と
に
つ
い
て
、
井
戸
敏
三
兵
庫

県
知
事
も
批
判
し
て
い
る
こ
と
を

紹
介
。
統
廃
合
を
進
め
さ
せ
な
い

よ
う
要
請
し
た
。
川
西
副
理
事
長

か
ら
は
、
野
田
佳
彦
元
首
相
ら
が

中
心
と
な
っ
て
設
立
さ
れ
た

「『
医
療
の
民
主
化
』
改
革
で
、

次
世
代
に
責
任
あ
る
政
治
を
実
現

す
る
議
員
連
盟
」
が
示
し
た
政
策

大
綱
に
つ
い
て
、「
診
療
報
酬
の

包
括
化
や
患
者
情
報
の
一
元
把
握

な
ど
問
題
点
が
多
い
内
容
だ
」
と

紹
介
し
、
野
党
の
統
一
政
策
に
さ

せ
な
い
た
め
に
尽
力
す
る
よ
う
要

請
し
た
。
丸
井
秘
書
は
、
国
民
医

療
を
向
上
さ
せ
る
内
容
と
な
る
よ

う
、
野
党
共
闘
の
中
で
も
主
張
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
強
く
主

張
し
て
い
き
た
い
と
回
答
し
た
。

集
会
終
了
後
に
雨
の
中
、
パ
レ
ー
ド
に
出
発
す
る
協
会
役
員
ら

2500人を超える参加者が厚労省へ向け
社会保障充実を訴えた　　　　　　　

議
員
（
れ
い
わ
）
か
ら
は
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

集
会
終
了
後
に
は
、
日
比
谷
野

外
音
楽
堂
か
ら
銀
座
を
通
っ
て
、

東
京
駅
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
実
施
。

診
療
報
酬
引
き
上
げ
、
患
者
窓
口

負
担
引
き
下
げ
、
医
師
の
増
員
な

ど
を
通
行
人
に
訴
え
た
。

過
ぎ
て
い
る
」
と
批
判
。「
改
憲

な
ど
政
治
が
大
き
く
動
か
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
の
で
、
若
者
も
ぜ

ひ
政
治
に
参
加
し
て
ほ
し
い
」
と

エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

集
会
に
は
、
横
倉
義
武
日
本
医

師
会
会
長
、
堀
憲
郎
日
本
歯
科
医

師
会
会
長
を
は
じ
め
、
全
国
の
医

師
会
・
歯
科
医
師
会
か
ら
メ
ッ
セ

憲法・いのち・社会保障まもる10・17国民集会

医師・歯科医師ら2500人がアピール

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

主張　社会保障の拡充へ診療報酬引き上げを ２面

研
面
究 ６面日常臨床で役立つ麻痺やしびれの
みかた（上）

政策解説　 厚生労働省の公立・公的病院「再編統合リスト」
地域の実態を無視した粗雑な計画 ３面

　

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
（
保
団
連
）
も
実
行
委
員
会
に
参
加

す
る
「
憲
法
・
い
の
ち
・
社
会
保
障
ま
も
る
10
・
17
国
民
集
会
」

が
10
月
17
日
、
東
京
の
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
開
か
れ
、
全
国
か

ら
医
療
関
係
者
ら
２
５
０
０
人
以
上
が
参
加
し
た
。
兵
庫
協
会
か

ら
は
、
武
村
義
人
・
川
西
敏
雄
両
副
理
事
長
、
加
藤
隆
久
・
白
岩

一
心
両
理
事
、
坂
口
智
計
評
議
員
ら
９
人
が
参
加
し
、
社
会
保
障

の
拡
充
と
患
者
窓
口
負
担
の
引
き
下
げ
を
訴
え
た
。
同
日
午
前
に

は
、
国
会
議
員
へ
の
要
請
行
動
を
実
施
し
た
。

11月17日（日）13時～　協会５階会議室
・13時～　第96回評議員会　　14時30分～　臨時（決算）総会

・14時50分～　第42回共済制度委員会・特別報告

　「変容する金融市場と保険業界」
 富国生命保険相互会社取締役専務執行役員　櫻井　祐記氏

第96回評議員会 臨時（決算）総会・第42回共済制度委員会

お問い合わせは、☎078－393－1817まで

・16時20分～　特別講演

　「高齢者の生活実態と
 社会保障制度の課題」
 立命館大学産業社会学部特任教授　唐鎌　直義氏

出演のお申し込み・お問い合わせは、
 ☎078－393－1807まで

10月31日　貧困と口腔崩壊
11月７日　ラグビーワールドカップとスポーツ歯科

「医療知ろう！」放送中!!「医療知ろう！」放送中!!
ラジオ関西番組出演　ラジオ関西番組出演　毎週木曜19時40分～毎週木曜19時40分～

AM558kHz／1395kHz（但馬放送局）

秋の共済制度普及秋の共済制度普及
 好評受付中！ 好評受付中！
グループ保険グループ保険 ＋＋ 新グループ保険新グループ保険

最高１億2000万円の大型保障最高１億2000万円の大型保障

６面に案内

兵庫県保険医協会PRイベント
「医療知ろう!! 健康フェスティバル」

協力いただける医師協力いただける医師・・歯科歯科　　
医師の先生方を募集中です！医師の先生方を募集中です！

参加お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

診
療
報
酬
大
幅
引
き
上
げ
と

患
者
窓
口
負
担
引
き
下
げ
要
請

日　程　11月23日（土・祝）13時～16時
会　場　元町商店街４丁目内空きテナント前
イベント内容
①公開収録　ラジオ関西「医療知ろう！」コーナー　
②健康相談・健康チェック（血圧・体脂肪測定など）
③クイズコーナー＆署名への呼びかけ
④お医者さん体験コーナー（お子様対象企画）
⑤協会活動の展示

　保険医協会の活動を市民の方に知ってもらおうと、PRイベントを企画中
です。ラジオ出演や健康相談のコーナーも予定しております。ご協力いただ
ける先生方を募集中！

イツでもんたちもイツでもんたちも
やってくる！やってくる！

ー
ジ
が
寄
せ
ら

れ
た
。
兵
庫
県

か
ら
は
、
伊
丹

市
医
師
会
と
三

木
市
医
師
会
か

ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
寄
せ
ら
れ

た
。

　

初
鹿
明
博
衆

議
院
議
員
（
立

憲
）
と
田
村
智

子
・
倉
林
明
子

両
参
議
院
議
員

（
共
産
）
が
出

席
し
発
言
。
舩

後
靖
彦
参
議
院

国会要請行動
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会
議
で
あ
る
が
そ
の
メ
ン
バ
ー

は
、
大
企
業
の
代
表
が
並
ぶ
一

方
で
労
働
側
を
代
表
す
る
メ
ン

バ
ー
・
患
者
側
の
代
弁
者
は
い

な
い
。
ま
た
女
性
の
有
識
者
も

一
人
だ
け
で
あ
る
。
社
会
保
障

の
給
付
と
負
担
、
多
様
な
働
き

方
や
パ
ー
ト
へ
の
厚
生
年
金
の

適
応
拡
大
な
ど
が
論
議
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
が
、
ど
れ
だ
け

当
事
者
の
声
を
反
映
で
き
る
の

か
は
大
い
に
疑
問
で
あ
る
。

　

政
府
は
社
会
保
障
を
拡
充
す

る
と
の
口
実
で
、
こ
の
10
月
に

消
費
税
を
10
％
へ
引
き
上
げ
た

が
、
同
時
に
75
歳
以
上
の
患
者

窓
口
負
担
の
原
則
２
割
化
、
湿

布
薬
や
花
粉
症
薬
の
保
険
外
し

を
検
討
中
で
あ
る
。
こ
れ
以
上

世
論
誘
導
で
あ
り
、
き
ち
ん
と

対
峙
す
る
こ
と
と
正
し
い
事
実

を
知
ら
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
ま
し
て
や
〝
診
療
報
酬
を

上
げ
る
と
、
患
者
窓
口
負
担
、

保
険
料
が
上
が
る
〞
と
い
っ
た

類
の
論
調
に
は
、
問
題
の
本
質

を
て
い
ね
い
に
、
く
り
返
し
冷

静
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

各
地
で
、
不
採
算
の
救
急
医

療
、
夜
間
・
時
間
外
診
療
、
産

科
・
小
児
科
医
療
の
縮
小
な
ど

の
医
療
崩
壊
が
起
こ
り
つ
つ
あ

る
。
問
題
の
根
底
に
は
、
医
師

の
時
間
外
労
働
の
上
限
を
１
８

６
０
時
間
と
し
た
こ
と
に
象
徴

さ
れ
る
医
師
不
足
、
病
院
経
営

が
困
難
と
な
る
ほ
ど
の
低
診
療

報
酬
が
あ
る
。
国
民
医
療
の
崩

壊
阻
止
へ
診
療
報
酬
の
大
幅
引

き
上
げ
は
緊
急
の
課
題
で
あ

る
。
会
員
諸
氏
の
署
名
へ
の
協

力
を
お
願
い
し
た
い
（
下
に
署

名
の
紹
介
）。

と
が
あ
る
。「『
医
療
の
民
主

化
』
改
革
で
、
次
世
代
に
責
任

あ
る
政
治
を
実
現
す
る
議
員
連

盟
」
の
動
き
だ
。
野
党
が
協
力

し
て
政
府
の
社
会
保
障
改
悪
に

反
対
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え

る
が
、
そ
の
内
容
は
〝
登
録
制

の
か
か
り
つ
け
医
制
度
の
創

の
患
者
負
担
増
、
給
付
削
減
は

患
者
さ
ん
の
受
診
抑
制
を
深
刻

化
さ
せ
、
国
民
の
健
康
、
そ
し

て
命
を
脅
か
す
。
全
世
代
型
社

会
保
障
に
名
を
借
り
た
、
患
者

・
高
齢
者
い
じ
め
を
決
し
て
許

し
て
は
な
ら
な
い
。

　

一
方
、
野
党
の
対
応
で
も
気

を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

障
を
拡
充
さ
せ
る
内
容
と
す
る

よ
う
、
各
議
員
に
働
き
か
け
る

こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

　

与
野
党
と
も
に
社
会
保
障
費

抑
制
を
推
し
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
背
景
に
は
、
国
家
財
政
危

機
論
、
社
会
保
障
費
亡
国
論
が

あ
る
。
こ
れ
ら
は
全
く
誤
っ
た

設
〞〝
受
診
時
定
額
負
担
の
導

入
〞〝
か
か
り
つ
け
医
へ
の
受

診
は
包
括
報
酬
制
ま
た
は
出
来

高
払
い
と
す
る
〞
な
ど
で
あ

り
、
看
過
で
き
な
い
。
法
案
提

出
な
ど
に
至
れ
ば
大
混
乱
必
至

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
参
加
メ

ン
バ
ー
が
ど
れ
ほ
ど
熟
慮
し
て

い
る
か
は
疑
問
だ
が
、
社
会
保

　

９
月
20
日
、
政

府
は
全
世
代
型
社

会
保
障
検
討
会
議

を
立
ち
上
げ
た
。

い
わ
ゆ
る
有
識
者

◇
出
席　

21
人

◇
情
勢　

政
府
は
全
世
代
型
社
会

保
障
検
討
会
議
の
初
会
合
を
開
い

た
。
12
月
に
中
間
的
な
取
り
ま
と

め
を
示
し
、
来
年
夏
の
「
骨
太
の

方
針
２
０
２
０
」
に
向
け
て
最
終

的
な
取
り
ま
と
め
を
行
う
見
通

し
。
75
歳
以
上
の
医
療
費
自
己
負

担
割
合
の
引
き
上
げ
、
外
来
受
診

時
定
額
負
担
の
導
入
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
利
用
料
の
引
き
上
げ
、
介
護

保
険
に
お
け
る
軽
度
者
向
け
サ
ー

ビ
ス
の
給
付
範
囲
の
見
直
し
等
が

議
論
さ
れ
る
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
「
診
療
報

酬
の
引
き
上
げ
と
患
者
窓
口
負
担

の
軽
減
を
求
め
る
」
会
員
署
名
に

つ
い
て
、
目
標
２
０
０
０
筆
と
し

て
10
月
８
日
か
ら
実
施
し
、
11
月

７
日
と
11
月
28
日
に
国
会
に
提
出

す
る
こ
と
、
②
ラ
ジ
オ
関
西
番
組

「
寺
谷
一
紀
と
い
・
し
ょ
く
・
じ

ゅ
う
」
内
「
医
療
知
ろ
う
！
」
コ

ー
ナ
ー
へ
の
出
演
、
③
保
団
連
中

央
要
請
行
動
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
医
療
活
動
報
告　

２
０
２
０
年

度
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
た
情
勢

と
し
て
、
中
医
協
の
議
論
で
調
剤

報
酬
の
引
き
下
げ
が
検
討
さ
れ
て

い
る
こ
と
、「
第
35
回
地
域
医
療

を
考
え
る
懇
談
会
in
神
戸
北
」
記

録
集
の
発
行
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
共
済
普
及
対
策　

19
年
度
前
半

期
共
済
制
度
普
及
ま
と
め
と
後
半

期
共
済
制
度
普
及
方
針
が
報
告
さ

れ
た
。

◇
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を

兵
庫
連
絡
会　

入
れ
歯
デ
ー
か
ら

イ
イ
歯
デ
ー
へ
の
取
り
組
み
と
し

て
、
理
事
会
後
の
街
頭
宣
伝
な
ど

歯
科
署
名
目
標
１
５
０
０
０
筆
達

成
へ
の
協
力
、
市
民
学
習
会
へ
の

参
加
が
訴
え
ら
れ
た
。

 

（
９
月
28
日
理
事
会
よ
り
）

　

協
会
環
境
・
公
害
対
策
部
は
９

月
９
日
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

の
石
綿
飛
散
実
態
や
石
綿
曝
露
者

の
健
康
管
理
に
係
る
試
行
調
査
終

了
に
つ
い
て
、
県
と
懇
談
を
行
っ

た
。
協
会
か
ら
森
岡
芳
雄
環
境
・

公
害
対
策
部
長
、
上
田
進
久
評
議

員
が
出
席
。
兵
庫
県
か
ら
は
渡
邉

克
幸
健
康
福
祉
部
健
康
局
疾
病
対

策
課
が
ん
・
難
病
対
策
班
長
、
同

県
農
政
環
境
部
環
境
創
造
局
環
境

政
策
課
政
策
調
整
班
長
の
丹
保
祐

一
氏
ら
が
対
応
し
た
。

　

懇
談
で
森
岡
部
長
は
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
に
よ
る
ア
ス
ベ
ス
ト

曝
露
が
十
分
に
検
討
さ
れ
て
お
ら

ず
、
リ
ス
ク
評
価
も
公
表
さ
れ
て

い
な
い
と
指
摘
。
ア
ス
ベ
ス
ト
調

査
の
再
検
証
は
ど
の
課
が
担
っ
て

い
る
の
か
と
質
問
。
丹
保
氏
が

「
震
災
当
時
の
調
査
を
国
が
行
っ

て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
再
検
証
も

国
が
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。
県

の
環
境
部
局
で
は
、
水
大
気
課
が

ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
防
止
対
策
を

所
管
し
て
い
る
が
、
震
災
当
時
の

国
に
よ
る
調
査
に
か
か
わ
っ
て
い

た
か
ど
う
か
ま
で
は
把
握
し
て
い

な
い
」
と
回
答
し
た
。
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
の
石
綿
飛
散
実
態
に

つ
い
て
は
、
渡
邉
氏
が
「
疾
病
対

策
課
で
は
が
ん
の
予
防
・
啓
発
に

力
を
入
れ
て
い
る
。
阪
神
・
淡
路

大
震
災
に
よ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露

で
不
安
を
抱
え
て
お
ら
れ
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
う
。
疾
病
対

策
課
と
し
て
は
、
集
団
健
診
を
受

診
し
て
も
ら
い
早
期
発
見
に
努
め

た
い
」
と
し
た
。

　

上
田
先
生
か
ら
は
、
来
年
３
月

で
石
綿
曝
露
者
の
健
康
管
理
に
係

る
試
行
調
査
が
終
了
す
る
こ
と
に

対
し
、
県
と
し
て
は
今
後
ど
の
よ

う
な
対
応
を
と
っ
て
い
く
の
か
と

質
問
。
渡
邉
氏
は
「
今
年
の
７
月

31
日
に
大
阪
府
と
一
緒
に
国
に
対

し
て
試
行
調
査
へ
の
財
源
の
確

保
、
国
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た

す
よ
う
求
め
る
要
望
書
を
提
出

し
、
申
し
入
れ
を
行
っ
た
」
と
回

す
る
の
に
、
20
〜
30
年
は
か
か

る
。
ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
に
対
し
て

は
、
不
特
定
多
数
を
対
象
と
す
る

集
団
健
診
で
は
な
く
、
ハ
イ
リ
ス

ク
群
を
対
象
に
し
た
長
期
間
に
わ

た
る
経
過
観
察
を
目
的
と
す
る
実

態
調
査
を
行
う
べ
き
」「
現
在
の

肺
が
ん
検
診
は
ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患

を
見
つ
け
る
の
に
は
そ
ぐ
わ
な

い
。
集
団
健
診
と
区
別
す
る
『
ア

ス
ベ
ス
ト
健
診
』
の
確
立
が
必
要

だ
」
と
訴
え
た
。
ま
た
、
試
行
調

査
の
問
診
票
に
つ
い
て
も
「
職
業

曝
露
に
関
す
る
項
目
は
あ
る
が
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
建
物
解
体

な
ど
、
環
境
曝
露
に
関
す
る
項
目

が
な
い
。
環
境
曝
露
に
関
す
る
項

目
も
入
れ
て
ほ
し
い
」
と
要
望
し

た
。

　

県
は
「
県
か
ら
国
に
対
し
て
要

望
書
を
提
出
し
た
の
で
今
回
の
懇

談
の
こ
と
も
含
め
て
今
後
ど
う
す

る
か
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
し

た
。

答
し
た
。
森
岡
先
生
は

「
国
が
制
度
の
確
立
を
行

わ
な
か
っ
た
場
合
、
県
が

積
極
的
に
独
自
の
制
度
の

創
設
に
力
を
入
れ
て
ほ
し

い
」
と
要
望
し
た
。

　

試
行
調
査
が
集
団
健
診

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
に
対
し
て
、
上

田
先
生
は
、「
ア
ス
ベ
ス

ト
は
潜
伏
期
間
が
長
く
、

ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
を
発
症

森岡部長（右から３番目）と上田評議
員（右から２番目）が県に対してアス
ベスト健診の確立を訴えた　　　　　

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

山
本　
　

卓
先
生

加
古
川
市　

外
・
整
外
科

６
月
29
日 

享
年
83
歳

会
員
署
名
の
お
願
い

政
策
研
究
会

社
会
保
障
の
拡
充
へ

診
療
報
酬
引
き
上
げ
を

日
韓
問
題
を

 
歴
史
的
に
紐
解
く

環
境
・
公
害
対
策
部
が
兵
庫
県
と
懇
談

兵
庫
県
と
し
て

「
ア
ス
ベ
ス
ト
健
診
」の
確
立
を

勤務医の先生方へ

医師・歯科医師FAX署名にご協力を

連絡先は、☎078－393－1817 組織部まで

FAX署名に関するお問い合わせは、☎078－393－1807まで

住所・勤務先変更は協会までご連絡を

　自宅住所・電話番号・勤務先などを変更
された勤務医会員の先生は、事務局までご
連絡ください。

環境・公害対策部学習会

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

水俣病・カネミ油症の真実水俣病・カネミ油症の真実
日　時　11月９日（土）16時～17時30分　　会　場　協会５階会議室
講　師　熊本県・社会医療法人芳和会菊陽病院　医師　藤野　糺先生
　環境・公害対策部は、多くの水俣病やカネミ油症の患者さんを診てこら
れた藤野糺先生を熊本県からお招きして、公害運動の歴史を知るための学
習会を開催します。ぜひご参加ください。

　協会は「診療報酬の引き上げと患者窓口負担の軽減を求
める医師・歯科医師要請署名」に取り組んでいます。署名
用紙は、FAXで各医療機関へにお届けしております。ご返
信がまだの方は、署名下部に住所、医療機関名、氏名をご
記入の上、FAX078-393-1802までご返信ください。

　

協
会
は
10
月
12
日
、
政
策
研
究

会
を
協
会
会
議
室
で
開
催
。「
日

韓
問
題
を
歴
史
的
に
紐
解
く　

北

東
ア
ジ
ア
の
平
和
の
た
め
に
」
を

テ
ー
マ
に
、
同
志
社
大
学
嘱
託
講

師
の
康カ

ン

宗ジ
ョ
ン

憲ホ
ン

氏
が
講
演
し
、
会

員
ら
19
人
が
参
加
し
た
。

　

康
氏
は
、
在
日
韓
国
人
２
世

で
、
75
年
に
ソ
ウ
ル
大
学
医
学
部

在
学
中
に
国
家
保
安
法
違
反
容
疑

韓
問
題
の
き
っ
か
け
の
一
つ
と
な

っ
た
日
本
企
業
に
よ
る
韓
国
の
徴

用
者
へ
の
賠
償
問
題
を
中
心
に
解

説
。
日
韓
請
求
協
定
が
結
ば
れ
た

当
時
の
韓
国
の
政
権
は
、
植
民
地

統
治
時
代
に
日
本
政
府
に
服
務
し

て
い
た
親
日
派
の
軍
部
独
裁
政
権

で
あ
り
、
日
本
と
対
等
な
交
渉
を

行
え
る
状
況
で
な
か
っ
た
た
め
、

そ
の
後
、
賠
償
を
求
め
る
動
き
が

大
き
く
な
っ
て
き
た
と
背
景
を
説

明
し
た
。

　

そ
し
て
、
日
本
政
府
に
よ
る
韓

国
統
治
に
つ
い
て
の
認
識
の
差
が

問
題
の
根
本
に
あ
り
、
合
法
的
な

統
治
で
賠
償
問
題
は
な
い
と
考
え

る
日
本
に
対
し
て
、
韓
国
は
不
当

な
植
民
地
支
配
だ
っ
た
と
考
え
て

お
り
、
そ
の
違
い
が
現
在
も
続
い

て
い
る
と
紹
介
。

　

日
本
も
批
准
し
て
い
る
国
際
人

権
規
約
（
Ｂ
規
約
）
で
も
、
強
制

動
員
の
被
害
補
償
が
明
記
さ
れ
て

い
る
な
ど
、
植
民
地
支
配
の
不
法

性
を
認
め
る
の
が
、
国
際
的
な
規

範
と
な
っ
て
お
り
、
韓
国
大
法
院

が
日
本
企
業
の
徴
用
者
に
対
す
る

賠
償
責
任
を
認
め
た
昨
年
10
月
の

判
決
は
、
こ
の
考
え
方
に
基
づ
い

た
も
の
で
あ
る
と
し
た
。

　

ま
た
、
請
求
権
協
定
で
「
解
決

済
み
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
未
払

い
賃
金
な
ど
の
補
償
だ
が
、
今
回

の
判
決
は
、
不
法
な
植
民
地
支
配

の
も
と
強
制
動
員
さ
れ
た
こ
と
に

対
す
る
慰
謝
料
を
認
め
た
も
の

で
、
協
定
の
対
象
外
と
な
っ
て
い

る
と
解
説
し
た
。
協
定
第
二
条
に

「
両
国
間
の
請
求
権
問
題
は
最
終

か
つ
完
全
に
解
決
さ
れ
た
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
日
本
政
府
は
「
解
決

済
み
」
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
も
、
こ
れ
は
「
国
家
同
士
の
外

交
保
護
権
の
相
互
放
棄
を
確
認
す

る
」
と
い
う
意
味
で
、
個
人
の
請

求
権
を
消
滅
さ
せ
た
も
の
で
は
な

く
、
こ
の
こ
と
は
日
本
政
府
も
認

め
て
い
る
と
紹
介
し
た
。

　

北
東
ア
ジ
ア
の
平
和
の
実
現
の

た
め
に
は
、
植
民
地
支
配
の
不
法

性
を
明
示
し
た
新
た
な
「
歴
史
宣

言
」
を
採
択
し
、
日
本
と
韓
国
の

国
民
が
隣
人
と
し
て
、「
相
互
理

解
に
基
づ
く
民
衆
次
元
の
和
解
」

を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
語

っ
た
。

北
東
ア
ジ
ア
の
平
和
実
現
に
は
日
韓
の
相
互
理
解
が

重
要
と
解
説
し
た
康
氏　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
拘
束
さ
れ
、

死
刑
判
決
を
受

け
た
経
験
を
持

つ
（
再
審
で
無

罪
が
確
定
）。

そ
の
後
、
日
本

に
帰
還
し
、
日

本
で
平
和
学
の

研
究
を
行
っ
て

き
た
。

　

講
演
で
は
、

対
立
が
続
く
日
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図１　全国で20万床のベッドをなくす
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診療実績は50％以上だが、Ｄ
病院との差があまりないの
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厚
生
労
働
省
が
、「
再
編
統

合
」
に
つ
い
て
再
検
証
す
べ
き
病

院
と
し
て
、
全
国
４
２
４
病
院
を

名
指
し
で
公
表
し
た
こ
と
に
対
し

て
、
衝
撃
が
走
っ
て
い
る
。
こ
の

「
再
編
統
合
リ
ス
ト
」
は
ど
の
よ

う
な
経
緯
で
出
さ
れ
た
の
か
。
分

析
手
法
な
ど
の
問
題
点
な
ど
に
つ

い
て
解
説
す
る
。

背
景
に
は

進
ま
な
い
病
床
削
減

　

９
月
26
日
、
厚
生
労
働
省
は

「
地
域
医
療
構
想
に
関
す
る
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
で
、
ダ
ウ
ン

サ
イ
ジ
ン
グ
や
病
床
機
能
の
転
換

な
ど
を
含
む
「
再
編
統
合
」
に
つ

い
て
再
検
証
す
べ
き
病
院
と
し
て

計
４
２
４
病
院
の
名
称
を
公
表
し

た
。
こ
の
背
景
に
は
、
地
域
医
療

構
想
に
よ
る
病
床
削
減
が
思
う
よ

う
に
進
ん
で
い
な
い
と
い
う
政
府

の
危
機
感
が
あ
る
。

　

昨
年
10
月
30
日
に
行
わ
れ
た
財

務
省
の
「
財
政
制
度
等
審
議
会
財

政
制
度
分
科
会
」
で
は
、
各
都
道

府
県
の
地
域
医
療
構
想
が
病
床
削

減
を
目
標
に
し
て
い
な
い
こ
と
を

問
題
視
す
る
意
見
や
、「
現
場
の

方
は
全
く
動
い
て
い
な
い
」、「
20

万
病
床
ほ
ど
を
２
０
２
５
年
ま
で

に
と
い
う
目
標
な
の
で
す
け
れ
ど

も
（
中
略
）
全
然
進
捗
が
な
い
」

な
ど
の
意
見
が
相
次
い
だ
。

　

ま
た
、
厚
生
労
働
省
の
「
地
域

医
療
構
想
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
」
で
も
「
新
公
立
病
院

改
革
プ
ラ
ン
」
と
「
公
的
医
療
機

関
等
２
０
２
５
プ
ラ
ン
」
に
つ
い

て
、「
公
・
民
の
役
割
分
担
等
が

十
分
に
考
慮
さ
れ
て
、
そ
の
構
想

区
域
に
お
け
る
地
域
医
療
構
想
に

そ
ぐ
わ
し
い
プ
ラ
ン
と
し
て
合
意

さ
れ
た
の
か
否
か
が
分
か
ら
な

い
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
意
見
を
受
け
て
、
厚

労
省
は
今
年
３
月
20
日
の
「
地
域

医
療
構
想
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
」
で
、
各
構
想
区
域
の

公
立
・
公
的
医
療
機
関
等
の
役
割

が
、
当
該
医
療
機
関
で
な
け
れ
ば

担
え
な
い
も
の
に
重
点
化
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
を
分
析
す
る
方
針

を
決
め
た
。
こ
の
分
析
結
果
が
今

回
公
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

政
府
は
そ
も
そ
も

地
域
医
療
構
想
に
執
着
す
る
な

　

地
域
医
療
構
想
は
２
０
１
３
年

時
点
で
全
国
の
１
３
４
・
７
万
床

の
病
床
を
２
０
２
５
年
に
１
１
５

万
床
に
20
万
床
削
減
す
る
と
い
う

も
の
だ
が
（
図
１
）、
協
会
は
政

府
が
必
要
病
床
数
と
し
た
２
０
２

５
年
の
１
１
５
万
床
に
つ
い
て
、

そ
の
推
計
方
法
に
つ
い
て
問
題
点

を
示
し
て
き
た
。

　

政
府
の
推
計
方
法
の
問
題
点

は
、
医
師
不
足
や
病
床
不
足
、
患

者
の
経
済
的
事
情
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
理
由
で
入
院
が
必
要
で
あ
っ

て
も
で
き
な
い
患
者
の
存
在
を
無

視
し
、
現
在
入
院
が
必
要
な
人
は

す
べ
て
入
院
し
て
い
る
と
い
う
前

提
に
立
っ
て
、
現
在
の
入
院
率
と

将
来
の
年
齢
別
人
口
予
測
か

ら
、
２
０
２
５
年
の
必
要
ベ

ッ
ド
数
を
機
械
的
に
算
出
し

て
い
る
点
だ
。
ま
た
、
療
養

病
床
に
つ
い
て
は
全
国
で
一

律
の
基
準
に
従
っ
て
削
減
割

合
を
算
出
し
て
お
り
、
こ
ち

ら
も
と
て
も
２
０
２
５
年
の
医
療

ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
も
の
と
は
言

い
が
た
い
。

　

政
府
が
地
域
医
療
構
想
策
定
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
公
表
し
た
当
時
か

ら
、
こ
う
し
た
問
題
点
を
指
摘
す

る
声
は
大
き
く
、
協
会
を
は
じ
め

と
す
る
医
療
団
体
や
住
民
団
体
の

運
動
で
、
多
く
の
都
道
府
県
で
地

域
医
療
構
想
や
そ
れ
を
盛
り
込
ん

だ
医
療
計
画
に
つ
い
て
「
削
減
目

標
で
は
な
い
」
と
明
記
す
る
な
ど

の
対
応
が
と
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
今
回
厚
労
省
が

「
再
編
統
合
」
に
つ
い
て
再
検
証

す
べ
き
病
院
を
公
表
し
た
の
は
、

公
立
・
公
的
病
院
を
中
心
に
病
床

削
減
を
進
め
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
再
び
地
域
医
療
構
想
や
医
療

計
画
を
病
床
削
減
目
標
と
し
て
位

置
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。

厚
労
省
の
分
析
手
法

　

「
公
立
・
公
的
医
療
機
関
等
の

診
療
実
績
デ
ー
タ
の
分
析
結
果
」

に
お
け
る
分
析
手
法
は
極
め
て
ず

さ
ん
な
も
の
で
あ
る
。
厚
労
省
の

分
析
手
法
は
ま
ず
、
全
国
の
地
域

医
療
構
想
区
域
を
人
口
ご
と
に
５

つ
に
分
類
し
た
上
で
、
各
医
療
機

関
の
が
ん
、
心
筋
梗
塞
等
の
心
血

管
疾
患
、
脳
卒
中
の
手
術
数
、
救

急
搬
送
数
、
小
児
入
院
医
療
管
理

料
や
新
生
児
集
中
治
療
室
管
理
料

の
算
定
回
数
、
分
娩
件
数
、
ハ
イ

リ
ス
ク
分
娩
管
理
加
算
の
算
定
回

数
等
を
比
較
し
、
下
位
３
分
の
１

の
医
療
機
関
の
医
療
機
能
を
「
診

療
実
績
が
特
に
少
な
い
」
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
人
口
10
万
人

以
上
20
万
人
未
満

の
構
想
区
域
に
あ

る
医
療
機
関
で

は
、
消
化
器
悪
性

腫
瘍
手
術
が
月
に

３
件
未
満
で
あ
れ

ば
が
ん
に
つ
い
て

「
診
療
実
績
が
特

に
少
な
い
」
な
ど

と
判
断
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
こ
れ

ら
、
が
ん
、
心
筋

梗
塞
等
の
心
血
管

疾
患
、
脳
卒
中

等
、
図
３
の
項
目

Ａ
に
あ
る
九
つ
の

指
標
す
べ
て
に
つ

い
て
「
診
療
実
績

が
特
に
少
な
い
」

と
さ
れ
た
医
療
機

関
に
つ
い
て
、
再
編
統
合
を
再
検

証
す
る
よ
う
都
道
府
県
に
要
請
す

る
こ
と
に
な
る
。

　

兵
庫
県
下
で
は
、
県
立
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
中
央
病
院
、
国
家

公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
六
甲
病

院
、
多
可
赤
十
字
病
院
、
出
石
医

療
セ
ン
タ
ー
、
香
住
病
院
、
日
高

医
療
セ
ン
タ
ー
、
村
岡
病
院
、
国

立
病
院
機
構
兵
庫
中
央
病
院
、
相

生
市
民
病
院
、
た
つ
の
市
民
病
院

が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

　

ま
た
、
構
想
区
域
内
の
医
療
機

関
の
診
療
実
績
を
各
分
析
項
目
ご

と
に
比
較
し
、
類
似
し
た
診
療
実

績
を
有
す
る
医
療
機
関
が
「
自
動

車
で
の
移
動
時
間
が
20
分
以
内
の

距
離
」
に
立
地
し
て
い
れ
ば
、

「
再
編
統
合
」
の
対
象
と
さ
れ

る
。
ま
た
、
上
位
50
％
以
内
に
入

っ
て
い
て
も
、
入
っ
て
い
な
い
医

療
機
関
と
の
差
が
小
さ
け
れ
ば
、

そ
の
医
療
機
関
も
「
再
編
統
合
」

の
対
象
と
さ
れ
る
（
図
２
）。

　

兵
庫
県
下
で
は
、
県
立
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
中
央
病
院
、
国
家

公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
六
甲
病

院
、
高
砂
市
民
病
院
、
明
石
市
立

市
民
病
院
、
多
可
赤
十
字
病
院
、

加
東
市
民
病
院
、
出
石
医
療
セ
ン

タ
ー
、
日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
、
柏

原
赤
十
字
病
院
、
独
立
行
政
法
人

国
立
病
院
機
構
兵
庫
中
央
病
院
、

県
立
姫
路
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
、

相
生
市
民
病
院
、
た
つ
の
市
民
病

院
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

　

つ
ま
り
、
何
ら
か
の
診
療
分
野

に
つ
い
て
全
国
上
位
３
分
の
２
の

以
上
の
実
績
が
あ
り
、
自
動
車
で

20
分
以
内
の
距
離
に
類
似
の
診
療

実
績
を
持
つ
医
療
機
関
が
な
い
場

合
の
み
、
そ
の
医
療
機
関
は
「
再

編
統
合
」
を
免
れ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

地
域
の
病
院
が
半
分
以
下
に

―
但
馬
医
療
圏
を
例
に

　

具
体
的
に
見
て
み
る
と
、
例
え

ば
但
馬
医
療
圏
で
急
性
期
病
床
を

持
つ
公
立
・
公
的
病
院
は
公
立
豊

岡
病
院
、
公
立
八
鹿
病
院
、
朝
来

医
療
セ
ン
タ
ー
、
日
高
医
療
セ
ン

タ
ー
、
出
石
医
療
セ
ン
タ
ー
、
公

立
香
住
病
院
、
公
立
村
岡
病
院
の

７
医
療
機
関
で
あ
る
が
、
そ
の
う

ち
の
四
つ
、
日
高
医
療
セ
ン
タ

ー
、
出
石
医
療
セ
ン
タ
ー
、
公
立

香
住
病
院
、
公
立
村
岡
病
院
が

「
再
編
統
合
」
の
対
象
と
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
四
つ
の
病
院
は
が

ん
、
心
筋
梗
塞
等
の
心
血
管
疾

患
、
脳
卒
中
、
救
急
、
小
児
医

療
、
周
産
期
医
療
の
各
指
標
す
べ

て
に
つ
い
て
「
診
療
実
績
が
特
に

少
な
い
」
と
さ
れ
た
（
図
３
）。

　

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
外
科
医
師

の
人
数
は
、
日
高
医
療
セ
ン
タ
ー

１
人
、
出
石
医
療
セ
ン
タ
ー
２

人
、
公
立
香
住
病
院
０
人
、
公
立

村
岡
病
院
０
人
で
あ
る
。
こ
の
体

制
で
は
、
が
ん
、
心
筋
梗
塞
等
の

心
血
管
疾
患
、
脳
卒
中
な
ど
の
手

術
な
ど
で
き
る
は
ず
も
な
く
、
体

制
上
の
問
題
を
地
域
の
医
療
ニ
ー

ズ
に
置
き
換
え
る
政
府
方
針
は
問

題
の
す
り
替
え
で
あ
る
。

　

本
当
に
「
再
編
統
合
」
が
必
要

な
の
か
は
、
地
域
の
医
療
ニ
ー
ズ

を
詳
細
に
分
析
し
、
地
域
の
診
療

所
の
ニ
ー
ズ
や
住
民
の
意
見
を
丁

寧
に
聞
か
な
け
れ
ば
分
か
ら
な

い
。
例
え
ば
日
高
医
療
セ
ン
タ
ー

は
病
床
を
持
つ
眼
科
病
院
と
し
て

日
帰
り
で
は
で
き
な
い
眼
科
分
野

の
手
術
を
但
馬
地
域
全
体
に
提
供

し
な
が
ら
、
そ
の
他
の
病
院
と
と

も
に
在
宅
復
帰
支
援
な
ど
地
域
で

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
但
馬
圏
域
地
域
医
療
構

想
調
整
会
議
で
は
、
地
域
医
療
構

想
の
策
定
に
あ
た
っ
て
「
国
で
医

療
圏
の
基
準
が
示
さ
れ
る
中
、
但

馬
は
面
積
が
広
く
見
直
す
に
見
直

せ
な
い
医
療
圏
域
で
あ
る
。
広
大

な
面
積
を
持
ち
、
人
口
が
少
な

く
、
医
師
不
足
が
起
こ
っ
て
い
る

但
馬
圏
域
の
厳
し
い
条
件
の
中

で
、
医
療
の
５
疾
病
５
事
業
を
ど

う
確
保
す
る
の
か
」
な
ど
と
、
行

政
も
含
め
て
議
論
し
て
き
た
地
域

で
あ
る
。
そ
れ
を
、
地
域
医
療
構

想
に
よ
る
病
床
削
減
が
進
ま
な
い

か
ら
と
い
っ
て
兵
庫
県
の
25
％
の

面
積
を
有
し
約
17
万
人
が
暮
ら
す

地
域
の
病
院
の
半
数
以
上
を
「
再

編
統
合
」
す
る
と
い
う
の
は
あ
ま

り
に
も
乱
暴
で
あ
る
。

都
市
部
で
実
績
の
あ
る

医
療
機
関
も
再
編
統
合
の
対
象
に

　

ま
た
、
神
戸
市
な
ど
都
市
部
で

も
県
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
中

央
病
院
が
「
特
に
実
績
が
少
な

い
」
と
し
て
「
再
編
統
合
」
の
対

象
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
厚
労
省
の

指
標
が
、
が
ん
、
心
筋
梗
塞
等
の

心
血
管
疾
患
、
脳
卒
中
、
救
急
、

小
児
医
療
、
周
産
期
医
療
に
絞
ら

れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
し
か

し
、
県
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

中
央
病
院
は
、
子
ど
も
の
脳
性
麻

痺
、
肢
体
不
自
由
、
睡
眠
障
害
、

自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
、
注
意
欠

如
・
多
動
症
、
発
達
性
協
調
運
動

症
、
限
局
性
学
習
症
に
対
す
る
リ

ハ
ビ
リ
療
法
や
ロ
ボ
ッ
ト
を
利
用

し
た
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
、
リ
ハ
ビ
リ

に
お
け
る
中
核
病
院
で
あ
り
県
民

に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
医

療
機
関
で
あ
る
。

　

厚
労
省
の
粗
雑
な
指
標
と
分
析

方
法
で
は
こ
う
し
た
医
療
機
関
の

必
要
性
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、「
再
編
統
合
」
の
対
象
と
さ

れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
年
間
２
８
２
５
件
の

救
急
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
る
明

石
市
民
病
院
も
「
再
編
統
合
」
の

対
象
と
さ
れ
た
。
明
石
市
民
病
院

は
23
診
療
科
３
５
７
床
を
持
つ
病

院
で
、
乳
腺
が
ん
手
術
や
急
性
心

筋
梗
塞
に
対
す
る
心
臓
カ
テ
ー
テ

ル
手
術
も
行
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
近
隣
に
明
石
医
療
セ
ン
タ
ー

や
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
が
立
地
す

る
た
め
、「
再
編
統
合
」
の
対
象

と
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
年
間
３
０
０
０
件
に
も
お

よ
ぶ
救
急
搬
送
を
果
た
し
て
近
隣

の
医
療
機
関
が
肩
代
わ
り
で
き
る

の
か
疑
問
で
あ
る
。

医
師
増
員
と
診
療
報
酬
引
き
上
げ
で

医
療
機
関
経
営
支
援
を

　

そ
も
そ
も
多
く
の
病
院
は
国
の

低
医
療
費
政
策
に
よ
る
深
刻
な
医

師
不
足
と
低
診
療
報
酬
に
苦
し
め

ら
れ
て
き
た
。
日
高
医
療
セ
ン
タ

ー
は
１
５
０
床
か
ら
99
床
へ
、
公

立
香
住
病
院
は
１
１
０
床
か
ら
50

床
へ
、
公
立
村
岡
病
院
も
50
床
か

ら
42
床
へ
と
病
床
規
模
を
縮
小
し

て
き
た
。
明
石
市
民
病
院
も
産
科

医
の
不
足
で
２
０
１
５
年
か
ら
分

娩
を
中
止
し
て
い
る
。

　

政
府
が
医
師
不
足
と
低
診
療
報

酬
で
、
地
域
の
医
療
機
関
経
営
を

危
機
的
な
状
況
に
追
い
込
み
な
が

ら
、
そ
の
状
況
を
持
っ
て
「
実
績

が
特
に
少
な
い
」
と
し
て
「
再
編

統
合
」
を
押
し
付
け
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

　

平
井
伸
治
鳥
取
県
知
事
・
全
国

知
事
会
社
会
保
障
常
任
委
員
長
が

「
一
つ
の
デ
ー
タ
だ
け
で
４
２
４

病
院
を
は
じ
く
姿
勢
に
は
疑
問
も

持
っ
て
い
る
。
…
本
当
な
ら
リ
ス

ト
を
返
上
し
て
ほ
し
い
」
と
厚
労

省
を
批
判
し
、
兵
庫
県
の
井
戸
敏

三
知
事
が
「
国
の
や
り
方
は
乱
暴

過
ぎ
る
」「
地
方
に
人
は
住
む
な

と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
る
」「
国

は
人
口
の
少
な
い
所
に
病
院
は
必

要
な
い
と
い
う
姿
勢
を
取
る
の

か
」
な
ど
と
発
言
す
る
の
は
当
然

の
こ
と
で
あ
る
。

　

協
会
は
、
国
に
対
し
引
き
続
き

医
師
の
増
員
と
診
療
報
酬
の
引
き

上
げ
で
、
公
民
問
わ
ず
医
療
機
関

の
経
営
を
支
え
る
こ
と
を
求
め
る

と
と
も
に
、
今
回
の
リ
ス
ト
の
撤

回
を
求
め
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

図３　但馬では４病院が再編・統合の対象に

政策解説

地
域
の
実
態
を
無
視
し
た
粗
雑
な
計
画

地
域
の
実
態
を
無
視
し
た
粗
雑
な
計
画

厚
生
労
働
省
の
公
立
・
公
的
病
院
「
再
編
統
合
リ
ス
ト
」

Ａ　診療実績が特に少ない Ａ Ｂ　類似かつ近接 Ｂ

が
ん
心
筋
梗
塞
等
の
心
血
管
疾
患

脳
卒
中

救
急
医
療

小
児
医
療

周
産
期
医
療

災
害
医
療

へ
き
地
医
療

研
修
・
派
遣
機
能

該
当
数

が
ん
心
筋
梗
塞
等
の
心
血
管
疾
患

脳
卒
中

救
急
医
療

小
児
医
療

周
産
期
医
療

該
当
数

再
検
証
要
請
対
象
医
療
機
関（
●
）

公立豊岡病院組合立豊岡病院 0 0
公立豊岡病院組合立豊岡病院出石医療センター ● ● ● ● ● ● ● ● ● 9 ● ● ● ● ● ● 6 ●
公立香住病院 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 9 ● ● ● ● ● 5 ●
公立八鹿病院 ● ● ● ● 4 ● ● ● 3
公立豊岡病院組合立朝来医療センター ● ● ● ● ● ● ● 7 ● ● ● ● 4
公立豊岡病院組合立豊岡病院日高医療センター ● ● ● ● ● ● ● ● ● 9 ● ● ● ● ● ● 6 ●
公立村岡病院 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 9 ● ● ● ● ● 5 ●

Ａの●は「診療実績が特に少ない」Ｂの●は「類似かつ近接する」ことを示す。
Ａ全てもしくはＢ全てに該当する医療機関を「再検証要請対象」とする。

第24回地域医療構想に関するワーキンググループ参考資料１－２より作成

協
会
政
策
部
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姫
路
・
西
播
支
部
は
８
月
31

日
、
姫
路
市
内
で
第
34
回
支
部
総

会
を
開
催
し
た
。
議
事
で
は
、
２

０
１
９
年
度
活
動
方
針
を
承
認
す

る
と
と
も
に
、
６
人
の
評
議
員
を

再
選
し
た
。
総
会
記
念
講
演
で

は
、
協
会
税
務
講
師
団
の
田
中
雄

司
税
理
士
を
招
い
て
、「
医
院
の

閉
院
・
継
承
・
相
続
の
手
続
き
」

を
開
催
。
34
人
が
参
加
し
た
。
宇

野
千
里
先
生
の
感
想
を
紹
介
す

る
。

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
９
月
14

日
、
西
宮
市
内
で
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
研
究
会
を
開
催
。「
医
療

安
全
へ
の
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
：

Safety

‐I & Safety

‐II

」
を

テ
ー
マ
に
、
大
阪
大
学
医
学
部
附

属
病
院
中
央
ク
オ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
教
授
の
中
島
和
江
先
生
が

講
師
を
務
め
、
医
師
・
メ
デ
ィ
カ

ル
ス
タ
ッ
フ
ら
23
人
が
参
加
し

た
。
司
会
を
務
め
た
半
田
伸
夫
先

生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

今
回
の
記
念
講
演
で
は
、
田
中

税
理
士
に
主
に
税
金
の
面
か
ら
、

医
院
の
閉
院
・
継
承
・
相
続
の
手

続
き
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
い

た
。
参
加
者
が
と
て
も
多
く
、
質

問
も
積
極
的
に
出
さ
れ
、
こ
の
問

題
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ

た
。
税
金
の
制
度
は
と
て
も
複
雑

で
あ
り
、
医
院
の
継
承
や
相
続
に

　

従
来
、
医
療
事
故
が
起
こ
っ
た

場
合
に
は
、
そ
の
背
後
に
あ
る
多

く
の
イ
ン
シ
デ
ン
ト
の
氷
山
の
一

角
で
あ
り
、
一
つ
の
リ
ニ
ア
モ
デ

ル
と
し
て
捉
え
て
き
た
。
例
え

ば
、
薬
剤
の
誤
投
薬
が
あ
っ
た
場

合
、
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
が
う
ま
く

機
能
し
な
か
っ
た
、
薬
剤
ラ
ベ
ル

の
認
識
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た

と
い
う
問
題
点
が
出
て
き
た
。
現

場
は
、
ト
リ
プ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
す

る
、
薬
剤
ラ
ベ
ル
を
よ
り
分
か
り

や
す
く
す
る
な
ど
、
そ
の
問
題
点

の
解
決
策
を
上
奏
す
る
。
し
か
し

医
療
事
故
は
ま
た
別
の
形
で
起
こ

り
、
ま
た
別
の
解
決
策
を
策
定
す

ー
ル
で
映
画
「
あ
ん
」
を
無
料
上

映
し
、
医
師
・
歯
科
医
師
や
市
民

ら
２
８
２
人
が
参
加
し
た
。

　

映
画
上
映
に
先
立
ち
、
吉
岡
巌

支
部
長
が
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、

西
山
裕
康
理
事
長
（
明
石
支
部
副

支
部
長
）
が
、
映
画
「
あ
ん
」
の

中
で
俳
優
の
樹
木
希
林
さ
ん
演
じ

る
主
人
公
が
患
っ
て
い
る
『
ハ
ン

セ
ン
病
（
ら
い
病
）』
に
つ
い
て

講
演
し
た
。

　

西
山
先
生
は
「
家
族
を
奪
わ

れ
、
尊
厳
を
奪
わ
れ
、
社
会
か
ら

隔
離
さ
れ
て
き
た
人
々
が
い
る
。

あ
な
た
は
想
像
で
き
ま
す
か
？
」

と
問
い
か
け
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
症

状
、
国
立
ハ
ン
セ
ン
療
養
所
、
ら

い
病
予
防
法
の
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
な
が
ら
報

告
し
た
。

　

講
演
の
最
後
に
は
、「
ハ
ン
セ

ン
病
患
者
が
怖
い
の
は
ら
い
菌
な

ん
か
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
。
む
し

ろ
怖
い
の
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者

の
苦
悩
を
ま
と
も
に
見
つ
め
て
く

れ
な
い
『
壮
健
』
社
会
の
目
で
は

な
い
か
」
と
い
う
言
葉
を
紹
介

し
、「『
差
別
』
は
今
も
あ
ら
ゆ
る

と
こ
ろ
で
存
在
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
」
と
問
い
か
け
た
。

　

そ
し
て
、「
政
府
は
『
生
涯
現

役
社
会
』
を
打
ち
出
し
、
定
年
延

長
や
予
防
の
推
進
に
よ
る
税
収
・

社
会
保
険
料
等
の
社
会
保
障
財
源

の
確
保
や
、
医
療
費
・
介
護
費
の

伸
び
の
軽
減
を
目
論
ん
で
い
る
。

一
方
で
、
高
齢
者
の
窓
口
負
担
割

合
の
増
加
な
ど
、
次
々
と
患
者
・

利
用
者
負
担
増
を
進
め
て
お
り
、

『
現
役
』
で
な
く
な
っ
た
高
齢
者

や
病
弱
者
へ
の
視
線
が
厳
し
く
な

っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
」
と
参

加
者
に
問
題
提
起
し
た
。

　

講
演
後
に
映
画
「
あ
ん
」
を
鑑

賞
。
参
加
者
か
ら
は
、「
病
気
に

対
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
正
し
い

知
識
と
理
解
を
持
つ
こ
と
が
、
こ

れ
ま
で
長
く
続
い
て
き
た
偏
見
や

差
別
を
な
く
す
第
一
歩
だ
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

度
支
部
会
務
報
告
と
２
０

１
９
年
度
方
針
を
確
認

し
、
評
議
員
を
選
出
し

た
。
総
会
記
念
市
民
公
開

企
画
と
し
て
、
子
午
線
ホ

く
の
仕
事
を
こ
な
さ
な
い
と
な
ら

な
い
と
い
う
制
約
の
中
で
、
突
発

的
に
発
生
す
る
新
た
な
指
示
、
催

促
と
い
う
擾
乱
（
か
き
み
だ
す
こ

と
）
に
、
日
々
う
ま
く
対
応
し
て

い
る
。
こ
れ
こ
そ
が
安
全
で
あ

る
。

　

つ
ま
り
、
安
全
と
は
動
的
な
プ

ロ
セ
ス
で
あ
り
、
何
事
も
な
く
う

ま
く
行
わ
れ
る
こ
と
そ
の
も
の
で

あ
る
と
、
先
生
は
説
明
し
た
。
そ

し
て
、
日
常
の
う
ま
く
い
っ
て
い

る
こ
と
こ
そ
が
、
安
全
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
か
ら
、
よ
り
う
ま
く
い

く
シ
ス
テ
ム
や
、
方
法
を
模
索
す

る
の
がSafety

‐II

の
概
念
で
あ

る
。

　

医
療
現
場
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

は
複
雑
適
応
系
と
呼
ば
れ
、
動
的

に
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
。
今
述

べ
た
よ
う
な
対
応
が
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
理
論
に

基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
極
め
て

新
し
く
、
勉
強
に
な
っ
た
。

 

【
西
宮
市　

半
田　

伸
夫
】

る
。
こ
れ
が
、
従
来

の
複
雑
系
に
対
す
る

静
的
対
応
で
あ
り
、

Safety

‐I

の
考
え

方
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、

普
段
の
病
院
業
務
で

は
、
多
く
の
薬
剤
の

選
択
、
投
与
は
99
％

以
上
ミ
ス
な
く
行
わ

れ
て
い
る
。
瞬
時
に

発
生
す
る
問
題
に
対

し
て
も
、
有
機
的
に

対
応
が
で
き
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
あ

る
時
間
の
中
で
、
多

手
続
き
が
大
き
く

異
な
っ
て
い
た
。

法
人
だ
と
事
業
主

体
は
そ
の
ま
ま
継

続
す
る
の
で
、
資

産
に
つ
い
て
は
継

承
の
対
象
に
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。

　

ま
た
不
動
産
に

つ
い
て
は
、
不
動

あ
た
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
講
演
会

が
あ
る
の
は
大
変
あ
り
が
た
い
こ

と
で
あ
る
。

　

田
中
氏
は
、
継
承
の
対
象
と
な

る
も
の
と
し
て
預
金
、
設
備
、
土

地
、
営
業
権
な
ど
を
挙
げ
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
売
買
、
賃

貸
、
贈
与
な
ど
と
い
っ
た
継
承
の

方
法
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ

た
。
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
に
税
金
や

届
出
の
手
続
き
が
必
要
な
の
で
あ

る
。

　

医
療
法
人
と
個
人
開
業
医
で
は

産
取
得
税
や
登
録
免
許
税
が
発
生

す
る
た
め
「
賃
貸
」
が
ベ
タ
ー
だ

と
い
う
こ
と
や
、
従
業
員
の
雇
用

に
関
し
て
は
、
相
続
す
る
場
合
は

い
っ
た
ん
退
職
と
し
、
新
規
雇
用

と
す
る
方
が
、
ト
ラ
ブ
ル
が
少
な

い
こ
と
も
教
え
て
い
た
だ
き
、
大

変
実
践
的
な
内
容
だ
っ
た
。

　

今
回
の
講
演
を
聞
き
、
医
院
の

閉
院
や
継
承
に
あ
た
っ
て
の
手
続

き
は
複
雑
で
あ
る
と
あ
ら
た
め
て

感
じ
た
。
例
え
ば
閉
院
の
際
に

は
、
税
の
手
続
き
だ
け
で
な
く
、

保
健
所
や
福
祉
事
務
所
、
厚
生
局

な
ど
に
も
手
続
き
が
必
要
で
あ

る
。
田
中
氏
は
「
実
際
の
手
続
き

は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
医
院
に
よ
っ

て
異
な
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
が
、

継
承
や
相
続
に
あ
た
っ
て
は
、
そ

の
都
度
専
門
家
に
相
談
す
る
こ
と

が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

た
。

 

【
た
つ
の
市　

宇
野　

千
里
】

　

明
石
支
部
は
９
月
21
日
、
明
石

市
内
で
第
36
回
支
部
総
会
を
開
催

し
た
。
議
事
で
は
、
２
０
１
８
年

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1801まで

「ふるさとの見どころ再発見!!
 尼崎名所めぐり」
日　時　11月２日（土）
　　　　 14時20分阪神尼崎駅南口

（14時30分出発）
予定コース　 阪神尼崎駅～世界の貯金箱博物

館～ヒノデ阿免本舗～尼崎城
　　　　※尼崎城到着時に記念写真撮影
　　　　後、解散予定
参加費　無料

■尼崎支部■ウォーク企画

日　時　11月30日(土)
　　　　18時30分～20時30分
会　場　グリーンヒルホテル明石２階
参加費　 大人6000円、小学生まで

3000円
　　　　 （ビュッフェスタイルのお

食事＆飲み放題付）
※マジックやビンゴも有。
他支部からも参加可能

■明石支部■第９回クリスマスパーティー
「自分で決める、
 子宮頸がん予防HPVワクチン」
日　時　11月４日（月･祝）15時～17時
会　場　宝塚ホテル　シルバーの間
講　師　医師・ジャーナリスト
 村中璃子先生
後　援　 兵庫県産科婦人科学会、伊丹

市、宝塚市、川西市、宝塚市
教育委員会、川西市教育委員
会、阪神北県民局、神戸新聞

■北阪神支部■第34回総会・記念講演

「Febrile child case
 ＝発熱小児のケース＝」
日　時　11月15日（金）
　　　　14時～15時30分
会　場　西宮医療会館１階会議室
講　師　Mr.Robert Conroy
司　会　半田医院　半田伸夫先生
ｱドバｲザｰ　てらだ小児科　寺田春郎先生

■西宮・芦屋支部■英語で診療MedicalEnglish

感 想 文感 想 文

中
島
先
生
は
安
全
は
動
的
な
プ
ロ
セ
ス
だ
と

解
説
し
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

医院の閉院・継承・相続につ
いて実践的な内容を含めて話
す田中税理士　　　　　　　

西山先生（上）がハンセン病について、
映画上演前に講演した　　　　　　　　

西
宮
・
芦
屋
支
部　

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会

西
宮
・
芦
屋
支
部　

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会

姫
路
・
西
播
支
部　

第

姫
路
・
西
播
支
部　

第
3434
回
総
会
記
念
講
演

回
総
会
記
念
講
演

新
し
い
医
療
安
全
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

方
法
「Safety

‐II

」
を
紹
介

閉
院
・
継
承
は

専
門
家
へ
の
相
談
が
大
切

明
石
支
部　

第

明
石
支
部　

第
3636
回
総
会
記
念
市
民
公
開
企
画

回
総
会
記
念
市
民
公
開
企
画

偏
見
や
差
別
を
な
く
す
第
一
歩
に

映
画
「
あ
ん
」
上
演
会
に
２
８
２
人
参
加

病院・有床診療所対策部会「経営対策懇談会」

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

患者応対とトラブル対策
～応召義務、クレーム、カルテ開示、医療過誤など～

日　時　11月９日（土）14時30分～16時30分　　会　場　協会５階会議室
講　師　白水法律事務所弁護士　鵜飼万貴子先生
共　催　ミヤコ在宅医療サービス株式会社
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心
に
染
み
入
る
本
で
あ
る
。
平

易
な
文
章
で
あ
り
な
が
ら
、
戦
後

日
本
を
築
い
て
き
た
政
治
家
の
矜

持
が
伝
わ
る
。

　

著
者
の
古
賀
誠
氏
に
は
、
去
年

の
夏
に
、
当
協
会
主
催
の
「
憲
法

九
条
は
世
界
遺
産
」
と
い
う
講
演

会
に
来
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
本

は
、
そ
の
時
の
講
演
の
内
容
に
、

一
部
加
筆
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ

る
。
私
は
正
直
、
こ
の
講
演
を
お

聞
き
す
る
ま
で
は
、
古
賀
氏
に

は
、
単
な
る
保
守
の
重
鎮
の
方
、

と
い
う
程
度
の
認
識
し
か
な
か
っ

た
。
不
明
を
お
詫
び
す
る
と
と
も

に
、
協
会
会
員
の
先
生
方
に
、
保

れ
て
い
る
。
初
章
は
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
思
い
出
か
ら
始
ま

り
、
以
前
私
た
ち
に
も
ご
講
演
い

た
だ
い
た
、
故
野
中
広
務
氏
と
の

関
わ
り
へ
と
、
展
開
し
て
い
く
。

野
中
氏
に
は
、
私
た
ち
も
、
震
災

復
興
と
個
人
補
償
を
求
め
る
運
動

で
、
ず
い
ぶ
ん
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
。
懐
の
深
い
、
思
い
出
の
政
治

家
で
あ
る
。
古
賀
氏
も
野
中
氏
の

薫
陶
を
受
け
ら
れ
た
と
の
こ
と
、

人
の
つ
な
が
り
の
妙
味
を
感
じ
る

次
第
で
あ
る
。

　

３
章
・
４
章
に
は
、
生
い
立
ち

が
記
さ
れ
て
い
る
。
戦
争
で
父
を

失
く
さ
れ
、
母
の
苦
労
を
目
の
当

た
り
に
し
て
育
っ
た
こ
と
、
そ
の

こ
と
が
、
自
身
の
平
和
へ
の
思
い

に
つ
な
が
り
、
政
治
家
に
な
る
決

意
を
し
た
原
点
だ
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

　

５
章
・
６
章
は
、
憲
法
９
条
に

か
か
わ
る
、
本
著
の
核
心
部
分
で

あ
る
。「
日
本
の
国
が
再
び
あ
あ

い
う
戦
争
を
起
こ
し
て
は
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
と
同
時
に
、
世
界

の
国
々
に
与
え
た
戦
争
の
傷
跡
に

対
す
る
お
詫
び
を
も
世
界
の
国
々

に
発
信
し
て
い
る
の
で
す
。
だ
か

ら
私
は
世
界
遺
産
だ
と
言
っ
て
い

る
し
、
な
く
し
て
は
な
ら
な
い
も

の
だ
と
申
し
上
げ
て
い
る
の
で
す

（
本
文
よ
り
）」。
心
よ
り
同
意
し

た
い
。
７
・
８
章
の
、
戦
争
責
任

や
靖
国
神
社
の
問
題
も
、
し
っ
か

り
傾
聴
し
た
い
部
分
で
あ
る
。

　

私
た
ち
保
険
医
協
会
は
、
自
民

党
の
医
療
政
策
に
対
し
て
は
、
古

賀
氏
が
幹
事
長
で
あ
っ
た
頃
か
ら

も
、
激
し
く
闘
っ
て
き
た
。
し
か

し
、
そ
れ
は
そ
れ
。
よ
り
深
い
、

こ
の
国
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
問
題

で
琴
線
に
触
れ
る
言
葉
の
数
々
を

い
た
だ
い
た
こ
と
に
、
感
謝
申
し

上
げ
た
い
。
改
憲
が
目
前
に
突
き

つ
け
ら
れ
て
い
る
今
こ
そ
読
む
べ

き
、
憲
法
９
条
の
原
点
に
立
ち
返

る
、
良
著
で
あ
る
。

【
須
磨
区
・
歯
科　
加
藤　

擁
一
】

革
の
立
場
を

超
え
て
、
こ

の
本
を
ぜ
ひ

読
ん
で
い
た

だ
け
る
よ

う
、
推
薦
し

た
い
。

　

本
著
は
、

九
つ
の
章
立

て
で
構
成
さ

Ⓒ
２
０
１
９
映
画
「
蜜
蜂
と
遠
雷
」
製
作
委
員
会

古
賀　

誠　

著

『
憲
法
九
条
は

　
　
　
　

世
界
遺
産
』

蜜
蜂
と
遠
雷

白岩一心

120

　

２
０
１
６
年
の
直
木
賞
と
２

０
１
７
年
の
本
屋
大
賞
を
立
て

続
け
に
受
賞
し
た
作
家
・
恩
田

陸
さ
ん
の
小
説
『
蜜
蜂
と
遠

雷
』
の
実
写
映
画
化
作
品
を
紹

介
し
ま
す
。
恩
田
陸
さ
ん
が
小

説
で
描
い
た
絶
妙
な
音
楽
や
、

技
術
的
な
部
分
の
描
写
が
、
映

画
に
よ
り
忠
実
に
再
現
で
き
て

い
る
と
こ
ろ
が
見
ど
こ
ろ
で

す
。

　

監
督
と
脚
本
を
務
め
る
の
は

『
愚
考
録
』
で
２
０
１
７
年
に

新
藤
兼
人
賞
銀
賞
を
受
賞
し
た

ま
す
。
タ
イ
ト
ル
が
登
場
人
物

の
個
性
や
人
生
観
を
表
し
て
い

る
と
言
え
ま
す
。
ス
ト
ー
リ
ー

を
紹
介
し
ま
す
。

　

優
勝
者
が
後
に
有
名
な
コ
ン

ク
ー
ル
で
優
勝
す
る
こ
と
が
続

き
、
近
年
評
価
が
高
く
な
っ
て

い
る
芳
ヶ
江
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン

ク
ー
ル
。
ピ
ア
ノ
演
奏
の
天
才

た
ち
の
な
か
で
も
コ
ン
ク
ー
ル

の
予
選
会
に
参
加
す
る
若
き
４

人
が
主
人
公
で
す
。

　

母
の
死
を
き
っ
か
け
に
ピ
ア

ノ
が
弾
け
な
く
な
っ
た
か
つ
て

の
天
才
少
女
・
栄
伝
亜
夜
は
、

７
年
の
時
を
経
て
再
び
コ
ン
ク

ー
ル
へ
の
出
場
を
決
意
し
ま

す
。
音
大
出
身
で
し
た
が
、
楽

器
店
で
働
い
て
い
る
コ
ン
ク
ー

ル
年
齢
制
限
ギ
リ
ギ
リ
の
高
島

明
石
は
、
家
族
の
応
援
を
背
に

最
後
の
挑
戦
に
臨
み
ま
す
。
名

門
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院
在
籍

中
で
完
璧
な
演
奏
技
術
と
感
性

を
併
せ
持
つ
マ
サ
ル
・
カ
ル
ロ

ス
・
レ
ヴ
ィ
・
ア
ナ
ト
ー
ル

は
、
優
勝
候
補
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
パ
リ

で
行
わ
れ
た
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

に
突
如
現
れ
た
謎
の
少
年
・
風

間
塵
は
、
先
ご
ろ
亡
く
な
っ
た

世
界
最
高
峰
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
か

ら
の
「
推
薦
状
」
を
持
っ
て
い

て
、
そ
の
す
さ
ま
じ
い
演
奏

で
、
観
る
者
す
べ
て
を
圧
倒
し

て
い
き
ま
す
。

　

熱
い
戦
い
の
中
で
互
い
に
刺

激
し
あ
い
、
そ
れ
ぞ
れ
悩
み
な

が
ら
も
成
長
し
て
い
く
４
人
で

し
た
が
…
。
最
近
各
出
演
作
品

の
熱
演
で
高
い
評
価
を
受
け
る

女
優
の
松
岡
茉
優
さ
ん
が
栄
伝

亜
夜
を
演
じ
、
松
坂
桃
李
さ
ん

が
高
島
明
石
を
演
じ
ま
す
。

　

国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
の

全
体
像
や
演
奏
家
の
個
性
、
演

奏
す
る
音
楽
と
心
の
激
し
い
葛

藤
に
注
目
で
す
。
ピ
ア
ノ
の
演

奏
者
間
の
描
写
だ
け
で
な
く
、

４
人
が
そ
れ
ぞ
れ
ピ
ア
ノ
と
ど

う
向
き
合
っ
て
い
く
か
も
見
ど

こ
ろ
で
す
。
予
選
、
課
題
曲
、

本
選
と
ピ
ア
ノ
を
奏
で
る
中
で

登
場
人
物
の
喜
び
と
悲
し
み
が

交
差
し
て
い
き
ま
す
。
石
川
監

督
が
、
俳
優
さ
ん
や
女
優
さ
ん

を
ピ
ア
ニ
ス
ト
へ
と
見
事
に
仕

立
て
て
い
る
演
出
は
特
に
迫
力

満
点
で
す
。
音
楽
の
魅
力
、
映

画
的
魅
力
、
そ
し
て
原
作
・
恩

田
陸
さ
ん
の
小
説
が
一
体
化

し
、
い
っ
そ
う
の
盛
り
上
が
り

を
見
せ
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
映
画

館
の
大
ス
ク
リ
ー
ン
で
鑑
賞
し

て
い
た
だ
き
た
い
作
品
で
す
。

【
赤
穂
郡　

白
岩
歯
科
医
院
】

石
川
慶
さ
ん

で
す
。
タ
イ

ト
ル
は
、
蜜

蜂
の
微
妙
な

羽
音
で
世
界

を
祝
福
す
る

こ
と
と
、
ホ

ー
ル
外
の
遠

く
の
雷
の
幻

影
に
由
来
し

医科保険請求

〈在宅患者訪問診療料（Ⅰ）「２」〉

事前予約制。お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1805まで

「保険医年金」の新規加入者証は11月末までにお届けします
　この春にお申し込みいただきました「保険医年金」９月１日発足分の加入
者証は、11月末までに大樹・富国・明治安田各生命保険会社の担当社員を通
じてお届けします。内容をご確認のうえ担当社員に「受領書」をお渡しくだ
さい。

保険医年金「積立金通知書」「生命保険料控除証明書」
 は11月初旬に送付します
　現在ご加入の保険医年金の「積立金通知書」は、11月初旬に大樹生命より
送付いたします。積立金合計は2019年８月末現在（2019年９月１日発足分は
含まれません）の元利合計となっています。また、加入年度が多い場合は、
２枚になっている場合がありますので、ご注意ください。
　来年の確定申告に必要な「生命保険料控除証明」が積立金通知書の下段に
記載されていますので、切り取って保存のうえご利用ください。 お問い合わせは、☎078－393－1805 共済部まで

積立年金「DefL」（デフエル）の
 「生命保険料控除証明書」をお届けします
　積立年金「DefL」（デフエル）の「生命保険料控除証明書」、「ご加入のお
知らせ」（被保険者票）は、10月下旬にお届けします。昨年からご加入の皆
さまには積立金残高等が記載された「ご加入内容のお知らせ」を11月下旬に
送付いたします。

「グループ保険」「新グループ保険」の「生命保険料控除証明書」
 は11月初旬に送付します
　「グループ保険」「新グループ保険」の「生命保険料控除証明書」は、ご
加入の皆さまへ11月初旬に送付いたします。

Ｑ１　在宅患者訪問診療料は、１人の
患者に対して一つの医療機関でしか算
定できないのか。
Ａ１　2018年度診療報酬改定により、
在宅患者訪問診療料（Ⅰ）「２」（以
下、（Ⅰ）「２」）が新設され、複数の
医療機関で算定できるようになりまし
た。（Ⅰ）「２」は、在宅時医学総合管
理料、施設入居時等医学総合管理料、
在宅がん医療総合診療料の算定要件を
満たす他の医療機関（在宅患者訪問診
療料（Ⅰ）「１」を算定する医療機
関）からの求めに応じ、当該医療機関
から紹介された患者について、当該患
者の同意を得て計画的な医学管理の下
に訪問して診療を行った場合に算定し
ます。
Ｑ２　（Ⅰ）「２」に算定回数の制限
はあるか。
Ａ２　（Ⅰ）「２」は６月に限り、月
１回のみ算定できます。ただし、以下
の場合に限り、６月を超えて算定でき

ます。
①末期の悪性腫瘍など、特掲診療料の
施設基準等別表第７に掲げる患者の場
合
②以下に該当する診療の求めが、他医
療機関より新たにあった場合
　ア　 その診療科の医師でなければ困

難な診療
　イ　 すでに診療した傷病やその関連

疾患とは明らかに異なる傷病に
対する診療

Ｑ３　（Ⅰ）「２」について、以下の
加算は算定できるか。
（１）乳幼児加算
（２）在宅ターミナルケア加算
（３）看取り加算
（４）死亡診断加算
Ａ３　
（１）算定できます。
（２）算定できません。
（３）算定できません。
（４）算定できません。
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損害保険相談会を開催します
 万一の備えとしてご利用ください

日　時　11月14日（木）10時～17時
会　場　協会６階会議室
協　力　 三井住友海上火災保険㈱神戸支店

法人営業課
※ 損害保険全般（自動車保険、火災保険な
ど）に関するご相談、ご契約内容に関す
るご相談の場合は、保険証券をご持参く
ださい

※相談時間は30分程度。ご希望の時間帯をご指定いただけます

前回の様子（昨年９月）
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保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（医科）☎078－393－1809（歯科）

 ☎ 078･393･1801
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http://www.hhk.jp/
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運動枝

正中神経

感覚枝

横手根靱帯

神戸市立医療センター中央市民病院
副院長・脳神経内科部長 幸原　伸夫先生講演

日常臨床で役立つ
麻痺やしびれのみかた（上）

脳神経内科とは
　脳神経内科（皆に分かりやすい名
称にしよう、という神経学会の方針
により昨年10月から神経内科は脳神
経内科に名称が変わりました）は頭
のてっぺんから手足の先まで（図
１）に示すように多くの病気を診て
います。このような疾患だけでなく
原因不明の意識障害、手足のしびれ
や脱力などいろいろな種類の患者さ
んが通常の外来、救急外来にやって
来ます。意外かもしれませんが当院
では救急入院の最も多い診療科が脳
神経内科です。全入院の半数強は脳
卒中ですが、てんかん重積、髄膜
炎、脳炎脳症、神経筋疾患の増悪な
どによる救急入院が多いのも特徴で
す。
　近年はてんかん発作が止まらず
に、あるいは意識障害が遷延して重
積状態となって入院してくる高齢者
が急増しています。てんかんは小児
期から始まる病気、と考えておられ
る方も多いと思いますが、脳の抑制
機能が落ちてくる高齢者ではその頻
度が多くなってきます。脳卒中や頭
部外傷の既往のある方のみならず、
認知症を有する人は高齢初発てんか
んのハイリスク群です。発熱が契機
で痙攣を生じる、といったこともし
ばしば見られます。高齢者は若年者
に比べ発作後に後遺症が残ることが
多く、ことにADLの悪い方がてんか
んを発症するとADLをますます悪化
させますので、積極的な治療や予防
が大切です。

簡単にできる診療方法
　神経疾患の診察は難しいことのよ
うに思われがちですが、表情や姿
勢、しゃべり方、歩き方を見ている
だけでも「何かおかしい」と感じる
ことも多いと思います。表１に比較
的簡単にできる診察方法をまとめま
した。Barré徴候は両手をまっすぐ
に伸ばし、手のひらが真上になるよ
うに前腕を回外させる方法です。回
外するのに意志的な力がかなり必要
ですので錐体路障害のあるときは軽
い場合でも障害側の前腕は内転しま
す。
　前腕の回内回外は正確にしようと
すると正常の人でも結構難しく、麻
痺のある人、パーキンソニスムのあ
る人では稚拙になり、小脳障害のあ
る人ではリズムが乱れます。頭がふ
らつく、という訴えの患者は多いで
すが、継ぎ足歩行が安定してできる

でチェックしてください。

手根管症候群
　手のしびれを患者さんが訴えた場
合、最も多い原因は手根管症候群で
す。このしびれは正中神経が、手首
のやや末梢にある手根管と呼ばれる
靱帯と骨に囲まれた狭い部分で圧迫
されることによって生じるもので
す。人さし指や中指がしびれること
が多く、正中神経の支配域の関係か
ら小指はしびれがありません（図
２）。手をよく使う仕事をする人や
主婦に多く、夜間や早朝にしびれが
ひどくなり、しばしば腕や肩にまで
痛みを生じることがあります。重症
になると母指球が萎縮することもあ

ります。
　しびれは手を振ると改善する傾向
があります。軽症の場合、手をなる
べく使わない、といった安静だけで
も症状は改善しますが、痛みの強い
場合は整形外科でのステロイドの局
所注入や手術の適応がある場合があ
ります。
　診断は神経伝導検査をいう簡単な
検査を行えば簡単にできます。片手
のしびれは頸椎症によるＣ６、７の
神経根障害や限局性の脳梗塞などで
も生じますが、頻度としては圧倒的
に手根管症候群が多いので、手のし
びれの患者を診たときにはまずはこ
の疾患を頭に浮かべてください。
 （つづく）

図１　脳神経内科で診る病気 表１　神経疾患の診察方法

図２　手根管と正中神経の支配

大脳・小脳
脳幹

末梢神経
神経筋接合部

筋
脊髄

脳血管障害
多発性硬化症
脳腫瘍
脳炎、てんかん
小脳変性症
パーキンソン病

頸髄損傷
変形性脊椎症
脊髄炎
痙性対麻痺重症筋無力症

筋無力症候群

筋炎
筋ジストロフィー
ミトコンドリア

ギランバレー症候群
CIDP
糖尿病性末梢神経障害
圧迫性神経障害
アルコール性末梢神経障害

頭痛・めまい

１）しゃべり方・表情・姿勢の観察
２）しびれがあればその領域を確認
３）Barré徴候の有無
４）前腕の回内回外試験
５） 万歳、しゃがみ立ち、つま先立ち、かかと立ち
６）Romberg徴侯の有無
７）歩行の観察（開脚、ひきずり、痙性など）
８）継ぎ足歩行

なら器質的な体幹失調は
考えにくいといって良い
でしょう。なお高齢者の
ふらつきでは眠剤による
ものがかなりありますの


